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☆公害による健康被害

　を許すな!

☆自然環境･生活､'::'≒･j、

　環境の破壊を岬lil;h、

　許すな･　　　　'｀鴫｡

≒
Ｘ
Ｉ

モズ

画:橋本正弘

酎l哩陛iiti! ilS●l●1.●

㎜'｀ご・

面
・
日
か
っ
た
ね
！
勉
強
に
な
っ
た
ね
Ｉ
・

　
み
ん
な
で
深
め
た

　
　
『
大
阪
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
問
題
』

　
連
続
講
座
２
０
０
８
の
始
ま
り
は

「
大
阪
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
問
題
」

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
講
師
の
府
職
労
・
山
本
勝
彦
さ
ん

は
、
最
新
の
デ
ー
タ
ー
に
基
づ
き
大

阪
の
暑
さ
の
中
味
に
つ
い
て
詳
し
く

講
義
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
要
旨
は
以

下
。
『
今
年
は
７
月
の
気
温
が
高
く

９
月
2
5
日
現
在
で
熱
帯
夜
（
正
式
な

気
象
用
語
で
は
な
い
が
2
5
℃
を
下
回

る
こ
と
の
な
い
日
を
言
う
）
の
数
が

4
2
日
と
か
な
り
暑
い
夏
で
し
た
。
日
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要
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の
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し
か
も
暑
く
な
り
方
が
酷
い
。
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
問
題
で
は
東
京
都
が

熱
心
で
す
が
、
東
京
都
よ
り
高
温
の

大
阪
で
は
よ
り
高
い
行
政
対
策
が
重

要
で
す
が
…

　
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、
産
業
や

人
口
集
積
に
よ
っ
て
発
生
す
る
「
都

市
生
活
型
環
境
汚
染
」
で
す
。
一
昔

前
の
都
市
の
環
境
問
題
は
、
騒
音
・

大
気
・
水
・
ご
み
な
ど
局
所
的
と
い

え
る
汚
染
が
問
題
で
し
た
が
、
「
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
」
被
害
は
、
地
域

も
貧
富
差
も
な
く
す
べ
て
の
住
民
に

及
び
ま
す
。
し
か
し
、
有
効
な
対
策

を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
緩
和
さ
れ
ま

す
。
府
の
計
画
で
は
、
①
人
口
排
熱

の
低
減
（
省
エ
ネ
）
②
土
地
建
物
の

高
反
射
化
（
被
覆
し
熱
吸
収
を
避
け

る
）
③
風
・
緑
・
水
に
よ
る
冷
却
作

用
（
打
ち
水
が
こ
れ
で
す
ね
）
、
芝

生
―
�
で
一
日
に
家
庭
用
エ
ア
コ
ン

３
時
間
分
相
当
の
熱
蒸
発
、
立
木
１

本
で
は
一
日
２
０
０
必
の
熱
蒸
発
が

あ
り
こ
れ
は
エ
ア
コ
ン
1
2
時
間
運
転

に
相
当
す
る
と
か
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
考
え
ら
れ
て
い
る
対
策
の
か
な
り

の
も
の
が
「
熱
を
水
に
閉
じ
込
め
る
」

方
式
で
す
が
、
こ
れ
が
新
た
な
問
題

を
起
こ
さ
な
い
か
危
惧
し
ま
す
。
も

う
ひ
と
つ
の
「
高
反
射
性
建
造
物
化
」

で
は
外
へ
の
跳
ね
返
り
で
町
は
か
え

っ
て
暑
く
な
る
で
し
ょ
う
。
大
阪
市

内
の
北
区
に
は
、
１
�
あ
た
り
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が
２
０
０
ｈ
／
�

と
、
降
り
注
ぐ
大
陽
子
不
ル
ギ
ー
７

０
０
ｈ
／
�
の
Ｉ
／
３
と
い
う
場
所

も
あ
り
、
高
子
年
ル
ギ
ー
都
市
か
ら

全
体
の
子
不
ル
ギ
ー
を
減
ら
す
低
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
が
必
要
で
す
。
今
年

も
局
地
豪
雨
（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）
が
よ

く
発
生
し
ま
し
た
。
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
と
雲
の
発
生
の
研
究
が
す
す
ん

で
い
ま
す
。
大
阪
府
の
環
境
行
政
の

　
大
阪
が
、
い
か
に
気
温
の
商
い
都

市
だ
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
知
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除草･-璽?¶暑｀た
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
よ

帛

問
題
は
、
①
理
念
が
喪
失
し
て
い
る

こ
と
。
と
②
関
西
州
構
想
で
す
。
環

境
問
題
は
地
域
差
が
あ
り
大
き
な
規

模
で
対
応
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
や
ア
ス

ペ
ス
ト
な
ど
新
た
に
噴
出
す
る
環
境

問
題
に
対
応
で
き
る
研
究
機
関
の
充

実
こ
そ
重
要
で
す
。
』

　
続
い
て
、
民
主
医
療
連
合
会
か
ら

過
去
５
年
に
わ
た
っ
て
調
査
し
て
き

た
「
熱
中
症
聞
き
取
り
調
査
結
果
」

が
発
表
さ
れ
た
。
熱
中
症
患
者
の
６

割
が
部
屋
の
中
で
発
症
し
て
い
る
事

実
、
患
者
の
３
割
り
が
6
5
際
以
上
な

ど
の
報
告
に
胸
が
痛
み
ま
し
た
。

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
都
市
生
活

型
環
境
汚
染
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
も
認
識
し
ま
し
た
。

　
夏
の
問
、
高
齢
者
の
方
が
ク
圭
フ

ー
の
操
作
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
と

か
、
経
済
的
理
由
で
、
ク
土
フ
ー
が

な
い
な
ど
で
暑
い
思
い
を
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
熱
中
症
に
よ
っ
て
、

孤
独
死
も
あ
る
と
い
う
の
は
、
悲
し

い
出
来
事
で
す
。

　
温
暖
化
と
い
う
環
境
の
変
化
が
人

の
命
と
か
か
わ
り
が
あ
り
、
対
策
が

急
が
れ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
パ
ル
コ
ー
プ
　
三
木
照
子
）

　
　
　
（
次
ぺ
九
ン
４
役
目
に
つ
づ
く
）
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